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S/C 内の充填止水の材料としてセメント系材料である水中不分離性コンクリートを選択し，配合試験を実

施した。配合検討により，充填止水材料としての要求性能(流動性，自己充填性，ひび割れ抵抗性(低発熱))

を確保可能な配合を選定した。
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1. 水中不分離性コンクリートの配合試験

止水材料は，本四連絡橋の基礎工事で用いられた水中不分離

性コンクリート(流動距離 8.0m 程度)を基本に，S/C 止水材とし

ての要求性能を確保可能な材料を検討した。S/C 内の環境条件，

施工条件より，材料に要求される性能は流動性，自己充填性，

ひび割れ抵抗性であり，これに適用可能と考えられる水中不分

離性コンクリートの配合試験を実施した。配合試験は，セメン

ト種類，混和剤種類，骨材種類，打込む水温などをパラメータ

として試験練りを実施，流動性(スランプフロー)，自己充填性(間

隙通過性試験)，硬化時の温度特性，硬化後の物性等を確認して

最適配合，適用可能配合を設定した(表 1)。現地の施工条件より目標流動距離を約 10.0m とし，品質管理値

の目標値としてスランプフロー：550±50mm，品質確保流動時間：8 時間以上，凝結時間：30 時間以上，

と設定した。その他の管理値は水中不分離性コンクリートの設計施工指針(案)〔1〕を参考にした。

2. 最終選定の止水材料

本配合試験の結果，配合材料は，流動性，ひび割れ抵抗性を考慮し，結合材には中庸熱ポルトランドセ

メント，フライアッシュを用い，細骨材には粒形が球状で流動性向上効果が期待される電気炉酸化スラグ〔2〕

(写真 1 参照)を使用した。また，混和剤の増粘剤を 2.3kg/m3，長時間流動性確保のため高性能減水剤および

超遅延性の遅延剤を使用し，配合試験を実施した。なお，最大粗骨材径は施工性を重視し 20mm として最

終示方配合を選定した。下表に最終選定した示方配合を示す。なお，この成果は，経済産業省／平成 25 年

度補正予算 廃炉・汚染水対策事業費補助金により得られたものである。

表 1 最終選定した示方配合
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写真 1 電気炉酸化スラグ
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